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１　はじめに
　いじめ問題は，現代の学校教育の最大の課題の一つといってよい。これまでいじめを苦
に子どもが自死するという痛ましい事件が続いてきた。このいじめ問題への対応として，
国は 2013（平成 25）年第 183 回国会において「いじめ防止対策推進法」を制定するに至っ
た。同法成立以降の国のいじめ問題への対応は，基本的に「道徳教育の充実」という方向
で進められている。特に，2016（平成 28）年 11 月 18 日付で，松野博一文部科学大臣（当
時）の「いじめに正面から向き合う『考え，議論する道徳』への転換に向けて」と題する
メッセージがその方向性を明確に示している。1）そのメッセージでは「平成 30 年度から全
面実施となる『特別の教科　道徳』の充実が，いじめ防止に向けて大変重要である」との
認識を示し，「これまでの道徳教育は，読み物の登場人物の気持ちを読み取ることで終わっ
てしまっていたり，『いじめは許されない』ということを児童生徒に言わせたり書かせた
りするだけの授業になりがち」であったとしてこれまでの道徳教育を批判し，いじめへの
新たな道徳教育の対応について次のように述べている。「現実のいじめの問題に対応でき
る資質・能力をはぐくむためには，『あなたならどうするか』を真正面から問い，自分自
身のこととして，多面的・多角的に考え議論していく『考え，議論する道徳』へと転換す
ることが求められて」いるとして，子どもが考え議論する道徳の授業を行うことが，いじ
め問題への解決の方途として示された。さらに，文部科学省はホームページ上に「アーカ
イブセンター」を設け，「道徳教育の充実」のための資料等を提供公開した。2）
　文部科学省は道徳教育，とりわけ道徳科およびその授業で，いじめ問題に取り組むこと
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要　約
　2011 年の滋賀県大津市の中学生いじめ自死事件を契機に，いじめ問題への国の取り組
みは，いじめ防止対策推進法の制定，いじめ防止のための道徳教育の充実，その具体化と
しての道徳科の設置，および検定教科書の作成使用というようにすすめられてきた。そし
て，いじめ問題を主題とする道徳の授業では，弱さを克服しいじめや不正を許さない強い
正義感を持つことをねらいとすることが期待されている。文部科学省が作成したいじめ問
題を扱った教材「卒業文集最後の二行」を活用した授業では，いじめの被害者加害者の立
場について考えることを通して，いじめを止めさせる仲裁者の出現を目指す。しかし，そ
れは容易なことではない。むしろ仲裁を躊躇う弱さを恥じるのではなく，生徒皆が弱さを
共有していることを認識し，集団の力でいじめに対峙していくことこそが今求められてい
る。
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を積極的に推進している。こうした文科省の方針・政策の流れの中で，いじめ問題と道徳
教育の関係についての研究も進められてきている。特に，文科大臣のメッセージが示して
いる「読み物の登場人物の気持ちを読み取ることで終わってしまっていた」これまでの心
情主義的道徳教育を克服するために，道徳の授業教材や指導方法の改善等を提案する研究
が行われている。3）
　しかし，他方では，いじめ問題を道徳科の授業でとりあげ，いじめ問題の解決を道徳の
授業で実現していこうとする方針について批判的な研究もある。西伸之は「いじめを含む
友だち関係のトラブルは，人とのかかわりあいの中で生じ，展開し，発展（解消）してい
く問題である。学校生活全般の中で取り組まなければならない課題であり，道徳の授業は，
その 1 つに過ぎない。授業中や部活動，生徒会活動，学校行事の取り組みなど，様々な場
面で，いじめやトラブルは起こるし，その機会を逃さず取り組むことであって，道徳の授
業を『要』と位置づける必要はない。」4）と述べ，文科省のいじめ問題克服の「要」と位
置づける道徳教育および道徳科について見直しを問う意見を示している。
　本稿では，いじめ問題を道徳教育とりわけ道徳科との関係において考察することを基本
的研究目的とする。そのために，まずいじめ問題への対応のために政府が掲げてきた道徳
教育とその政策を概観しながら，その対応の特徴を明らかにし，その妥当性について検討
を加える。つづいて，文科省の『私たちの道徳中学校』のなかで唯一いじめ問題を取
り扱っている読み物教材「卒業文集最後の二行」を取り上げ，その教材を取り扱った授業
実践の事例や指導案等を分析しながら，いじめ問題の解決につながるか否かを考察する。
２　教育再生実行会議第一次提言といじめ防止対策推進法にみるいじめ問題への対応
　2013 年に成立した「いじめ防止対策推進法」の成立経緯を概観しながら，同法にみる
いじめへの対応を見てみよう。
　2011 年滋賀県大津市立中学校の生徒がいじめを苦に自死した事件を契機として，第 2
次安倍内閣は 2013（平成 25）年 1 月に教育再生実行会議を発足させた。同年 2 月 26 日，
同会議は「いじめの問題等への対応について（第一次提言）」（以下，提言）を発表した。
この提言は，「『いじめは絶対に許されない』，『いじめは卑怯な行為である』，『いじめはど
の学校でもどの子にも起こり得る』という意識」を国民全体で共有し，「社会総がかりで
いじめに対峙していくための基本的な理念や体制を整備する法律の制定が必要」という，
いじめに対する新しい認識を示した。いじめ行為を正当化合理化し容認することの否定，
いじめは道徳的に絶対的悪であるということ，いじめの生成が偏在性一般性という性格を
有することなどが表明されるとともに，法制化への途が提言された。
　さらに，「いじめられている子を守り抜き，いじめている子には毅然として適切な指導
を行う」として，「学校は，いじめられている子に対して，組織的体制により継続的にケ
アを実施し，守り抜く。いじめている子に対しては，段階的・継続的に教育を行うなど，
責任を果たす。」という方針によって，いじめ被害者保護中心の基本的対応方針が示され
た。そして，「深刻ないじめが続き，教育上必要があると認めるときは，校長及び教員は，
加害児童等への懲戒を行う。またいじめられている子どもを守るために必要なときは，教
育委員会は加害児童等の保護者に対し，当該児童等の出席停止措置等を実施する」，さらに，
「教育委員会及び学校は，犯罪行為として取り扱われるべきと認められるものは警察と連
携して迅速に対処する」とし，いじめの加害者には懲戒と出席停止措置という厳罰主義を
もって臨むことを明言する。
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　このように提言は，いじめ問題への対応について，これまでよりもいっそう踏み込んだ
内容となったが，つづけて「いじめの問題が深刻な事態にある今こそ，制度の改革だけで
なく，本質的な問題解決に向かって歩みださなければなりません」という。その「本質的
な問題解決」とは，「道徳教育の充実」であるという。すなわち，「道徳の教材を抜本的に
充実するとともに，道徳の特性を踏まえた新たな枠組みにより教科化し，指導内容を充実
し，効果的な指導方法を明確化する」ことが「道徳教育の充実」である。これまで道徳の
時間として教育課程に位置づけられていた道徳を教科化し，検定教科書による道徳の授業
の実施がいじめ問題の本質的な解決となるという。ここに提言の真のねらいがあるといえ
よう。
　いじめ問題対応の法制化の提言については，既述のように「いじめ防止対策推進法」の
成立へと展開した。同法は，国，地方公共団体，学校，保護者等に対して「いじめの防止
等」のための対策に関して，それぞれの立場から何をすべきかを問い直し，その基本的ルー
ルを明文化したものである。同法のなかの注目すべき条文についてみてみよう。
　第 1 条では「いじめを受けた児童等の教育を受ける権利を著しく侵害し，その心身の健
全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず，その生命又は身体に重大な危
険を生じさせるおそれがあるものである」と規定する。そして，「いじめの防止」，「いじ
めの早期発見」，「いじめへの対処」の 3 点を含意する「いじめの防止等」の対策について，
基本理念，国及び地方公共団体等の責務，基本的な方針の策定に関する規定等を総合的か
つ効果的に推進することが示されている。
　同条でいじめを「教育を受ける権利の著しい侵害」であると位置づけている点について，
小西洋之によれば，民主党（当時）・生活の党・社民党の三党が提案したいじめは「人権
侵害」であるという文言の使用に対して，与党自民・公明党が否定的な態度を示したこと
によって「人権侵害」という文言の規定が見送られ，「児童等の尊厳を保持する」という
文言が盛り込まれて最終的に決着した。5）しかし，これまでいじめが「人権侵害」である
ことについては数多く指摘されている。例えば，尾木直樹は「いじめとは，人の生存権に
対する重大な侵害行為」であるとし，いじめの加害者は「人権を侵害する加害者」であり，
いじめの被害者は「人権侵害の被害者」と述べている。6）この「人権侵害」という文言で
はなく「教育を受ける権利の侵害」という文言を使用することによって，いじめ問題が本
質的に有する深刻さや重大性が希薄化する印象を与えるおそれがある。さらに，いじめ問
題への対応においても違った方向性が生じる。いじめを「人権侵害」と規定したならば，
必然的に人権教育の観点からいじめ問題に対処することになろう。しかし，のちにみるよ
うに，いじめ問題の対応は道徳教育に矮小化されてゆくことになる。
　つづく第 2 条において，いじめが定義されている。すなわち，いじめとは，「児童等に
対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある
他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われ
るものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているも
のをいう」と定められた。この定義では，いじめの被害児童生徒の主観的判断に基づいて，
いじめの範囲が決定される。すなわち，第三者の誰が見てもいじめとは思われないような
行為であっても，いじめの被害児童生徒によっていじめと受け取られる場合，当該行為は
いじめとなる。この点は，先述の提言が示したいじめ被害者の保護を最優先とする立場が
反映しているといえよう。こうしたいじめ被害者の立場を重視することから，被害者の主
観的判断に基づいていじめが成立するが故に，被害者以外の者がいじめを認識し判断する
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ことには極めて困難が伴うとともに，教師等の適切な対応に問題が生ずるおそれがある。
　第 3 条 1 項においては，「いじめがすべての児童等に関係する問題である」として，だ
れもがいじめを受ける可能性があり，また逆にいじめを行う可能性や傍観者となりうる可
能性があることも示唆している。同条 2 項において，「いじめの防止等のための対策は，
全ての児童等がいじめを行わず，及び他の児童等に対して行われるいじめを認識しながら
これを放置することがないようにするため，いじめが児童等の心身に及ぼす影響その他い
じめの問題に関する児童等の理解を深めることを旨として行われなければならない。」と
されている。したがって，いじめの直接の加害者被害者のみならず，傍観者もいじめの問
題について正確な情報を持ちこの問題の理解を深めることにつながる対策が求められてい
る。
　第 15 条においては，「児童等の豊かな情操と道徳心を培い，心の通う対人交流の能力の
素地を養うことがいじめの防止に資することを踏まえ，全ての教育活動を通じた道徳教育
及び体験活動等の充実を図らなければならない。」として，「学校におけるいじめの防止」
を規定している。先述の提言に示されたいじめ問題への対応としての道徳教育がここでも
明記された。
　第 25 条では校長及び教員がいじめを行った児童等に対して懲戒を加えることを規定し，
第 26 条では市町村の教育委員会がいじめを行った児童生徒の保護者に対して当該児童生
徒の出席停止を命ずる等の措置が規定されている。これら両条文で規定されたいじめの加
害者への対応は，提言が示した厳罰化の方針がそのまま踏襲されている。
　以上，提言，いじめ防止対策推進法をみてきたが，両者の間には基本的な齟齬は認めら
れない。提言で示されたいじめ問題への対応は，いじめ防止対策推進法へと法制化され発
展した。いじめはどこでも誰にでも起こり得るという認識が確認され，教師や学校だけで
なく社会全体で取り組む問題であることが明らかにされた。いじめ被害者を徹底して擁護
する立場がとられ，いじめは被害者の主観的判断によって成立する。そして，いじめ問題
は，人権侵害の問題であるよりも，教育の問題，特に道徳教育の問題としてとらえられる
ことになる。
３　「特別の教科道徳」の成立といじめ問題
　2013（平成 25）年 3 月に「道徳教育の充実に関する懇談会」が文部科学省に設置され，
その後 10 回にわたる審議がなされ，同年 12 月 26 日に同懇談会より「今後の道徳教育の
改善・充実方策について（報告）～新しい時代を，人としてより良く生きる力を育てるた
めに～」が出された。教育再生実行会議の提言を受け，同報告書は「道徳教育は，国や民
族，時代を越えて，人が生きる上で必要なルールやマナー，社会規範などを身に付け，人
としてより良く生きることを根本で支えるとともに，国家・社会の安定的で持続可能な発
展の基盤となるものである」という認識のもと，道徳教育の充実は，「いじめ問題の解決
だけでなく，我が国の教育全体にとっての重要な課題である」とした。道徳教育の現状は
多くの課題を持ち，改善の必要があるという。そして，その改善の方向は，学習指導要領
における「道徳教育の目標」と「道徳の時間」の目標を見直し，相互の関係をより明確に
するために，学習指導要領を改訂すべきであるという。さらに，同報告書は，道徳教育の内
容，指導方法，評価についての改善にも言及し，「そのための方策として，道徳教育の要で
ある道徳の時間を，学校教育法施行規則及び学習指導要領において，例えば，『特別の教科　
道徳』（仮称）として位置付けた上で，道徳教育の目標や指導方法等についても，……改
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善を行うことを提言したい。」とする。改善のための条件整備として，「心のノート」の全
面改訂，検定教科書の導入・使用が示された。さらに，教員の指導力向上方策として，「道
徳教育推進リーダー教師（仮称）」の加配措置等の学校の指導体制の確立，教員研修等，
大学における教員養成課程の充実などが示された。
　「道徳教育に関する懇談会」の報告は，翌 2014（平成 26）年 10 月 21 日の中央教育審議
会の答申「道徳に係る教育課程の改善等について」に継承される。同答申では，「道徳教
育の充実に向け，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要である『道徳の時間』を
『特別の教科　道徳』（仮称）として位置付けた上で，道徳に係る教育課程の在り方を改善
する必要がある」とした。さらに，学校教育活動全体を通じて行う道徳教育の目標も「特
別の教科　道徳」（仮称）の目標も最終的には「道徳性」の育成にあるとした。また，道
徳教育の内容について，「１　主として自分自身に関すること」，「２　主として他の人と
の関わりに関すること」，「３　主として自然や崇高なものとの関わりに関すること」，「４　
主として集団や社会との関わりに関すること」の 4 つの視点の順序等を適切なものに見直
すことが述べられている。内容項目に関しては，「キーワードなども活用しつつ，より体
系的で効果的な示し方を工夫すること」を求めている。指導方法については，「読み物の
登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導が行われる例があることや，発達の段階な
どを十分に踏まえず，児童生徒に望ましいと思われる分かりきったことを言わせたり書か
せたりする授業になっている例があることなど」の従来の道徳教育の指導方法を改善する
ために，「対話や討論などの言語活動」や，「道徳的習慣や道徳的行為に関する指導，問題
解決的な学習や体験的な学習，役割演技やコミュニケーションに係る具体的な動作や所作
の在り方等に関する指導」を発達段階を踏まえて取り入れることで「多様で効果的な指導
方法」に改善していくことを示した。
　つぎに検定教科書の導入に関して，「道徳教育の充実を図るためには，充実した教材が
不可欠であり，『特別の教科　道徳』（仮称）の特性を踏まえ，教材として具備すべき要件
に留意しつつ，民間発行者の創意工夫を生かすとともに，バランスのとれた多様な教科書
を認めるという基本的な観点に立ち，中心となる教材として，検定教科書を導入すること
が適当である」とした。さらに，教科書だけでなく，多様な教材の活用の重要性にも触れ，
教材の充実にも言及している。
　最後に，道徳教育における評価について，「児童生徒一人一人のよさを伸ばし，道徳性
に係る成長を促すための適切な評価を行うこと」の必要を触れるとともに，「数値などに
よる評価を行うことを不適切」とした。
　以上の中教審答申を踏まえ，2015（平成 27）年 3 月 27 日学習指導要領の一部改正が行
われ，「特別の教科　道徳」が誕生した。教科となった道徳は，他の教科と同様に検定教
科書が導入されることとなった。同年 7 月 23 日教科用図書検定調査審議会より「『特別の
教科　道徳』の教科書の検定について」と題する報告が出される。同報告では，道徳科の
教科書検定基準の一つとして「学習指導要領において示されている題材・活動等について
教科書上対応することを求める規定について」がある。その中に「学習指導要領では，道
徳科の第 3『指導計画の作成と内容の取扱い』の 3 の（1）において生命の尊厳，社会参
画（中学校），自然，伝統と文化，先人の伝記，スポーツ，情報化への対応等現代的な課
題などの題材が明示されており，学校教育の主たる教材たる教科書においても，これらの
題材が教材として掲載されることが必要である。」として，教科書に盛り込むべき題材が
指示されている。また，「今回の学習指導要領等の一部改正では，『考える道徳』，『議論す
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る道徳』への転換により児童生徒の道徳性を育むことを目指しており，今回，道徳科に導
入される教科書においても，こうした趣旨を踏まえた教材となることが必要である。」と
され，以後道徳科のテーマとなる「考え，議論する道徳」にふさわしい教材作りが求めら
れている。
　2017（平成 29）年 3 月学習指導要領が改訂されたが，この学習指導要領でいじめに関
してどのように記述されているかをみてみると，「総則」においてはわずか 2 箇所におい
て触れられているだけであり，「第 3 章特別の教科道徳」の章では，一切いじめの記述は
認められない。7）『中学校学習指導要領解説　総則編』では，「いじめの防止等に生徒が主
体的に関わる態度へ」と指導することや，「とりわけ中学校では，生徒自身が主体的にい
じめの問題の解決に向けて行動できるような集団を育てることが大切である。」と記述し
ている。8）『中学校学習指導要領解説　特別の教科道徳編』では，「内容項目」の「９相互
理解，寛容」，「11 公正，公平，社会正義」，「19 生命の尊さ」，「22 よりよく生きる喜び」
においていじめに関する記述が認められる。
　特に「11 公正，公平，社会正義」の「指導の要点」のなかで，いじめに関して次のよ
うに述べている箇所に注目したい。「周囲で不公正があっても，多数の意見に同調したり
傍観したりするだけで，制止することができないこともある。そのため，いじめや不正な
行動等が起きても，勇気を出して止めることに消極的になってしまうことがある。そうし
た自分の弱さに向き合い，同調圧力に流されないで必要に応じ自分の意志を強くもったり，
学校や関係諸機関に助けを求めたりすることに躊躇しないなど，それを克服して，正義と
公正を実現するために力を合わせて努力することが大切である。」この記述は，いじめの
被害者や加害者に向けられたものではなく，いわゆる傍観者に向けて語られたものであ
る。傍観者が自らの弱さを克服し，勇気をもって仲裁者となることが期待されている。
　いじめ問題の「本質的な解決」とされた「道徳教育の充実」は，道徳教育の「要」とし
て道徳科を位置づけることとなる。そして道徳の授業では，勇気をもっていじめや不正を
止めることができるように，弱さを克服し強い意志を持っていじめに臨むことがねらいと
された。そして，道徳の検定教科書には，そのねらいを達成することができる教材が求め
られている。
４　「卒業文集最後の二行」の指導案と授業についての分析
　道徳科の検定教科書の作成に先んじて，文部科学省は 2014（平成 26）年 6 月『私たち
の道徳　中学校』を公刊した。同書には，いじめ問題を取り扱った教材として「卒業文集
最後の二行」が掲載されている。同教材はこれまで多くの中学校の道徳の時間の授業の中
で使用されてきた。文部科学省ホームページの「道徳教育アーカイブ」のサイトが設けら
れ，このサイトには，「卒業文集最後の二行」を取り扱った指導案と授業映像が収められ
ている。そこで，いじめ問題について同教材を活用した授業がどのように構想されている
のか考察していきたい。
　まず，「卒業文集最後の二行」という作品について触れておきたい。同作品は筆者一戸
冬彦が自らの小学校時代 T 子という女子児童へのいじめについて加害者の立場から書か
れた手記である。その原文は，潮文社編集部編『心に残るとっておきの話　第二集』（潮
文社，1994 年）に所収されており，その一部を改訂したものが同教材である。なお，原
文の改訂部分は，T 子に投げかける汚い言葉，例えば「シラミを移すなよ」，「このシラミ
女め」，（T 子の父親の魚の行商に関連して）「魚の生臭いにおいがしてくさいから」等の
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言葉のほか，大学教員となった筆者が現在自らのいじめの話を学生に語って聞かせること
などの部分が削除されている。とりわけ筆者の「現在」の心情が大幅に削除されている。
　同教材の内容は次のとおりである。主人公である筆者は T 子の外見を理由にいじめを
行っていた。T 子が担任にいじめられていることを言わないことを知り，さらにいじめは
続いていく。ある日のテストで筆者は T 子の解答をカンニングし，満点を取る。T 子は
98 点を取り，筆者は自分の行いに衝撃を受ける。その T 子にカンニング疑惑がもち上がり，
周囲からの中傷の言葉が向けられる。当初は様子をうかがっていた筆者も周囲に流される
がまま，中傷に加わっていく。やがて卒業を迎え，渡された卒業文集の中から T 子の作
文を見つける。最後の 2 行に込められた T 子の深い悲しみと苦しみに気が付いた筆者は，
いじめたことへの大いなる反省と懺悔の気持ちをもつことになる。それから数十年経った
今でも，筆者は過去の自分の行為に苦しみ続ける。10）
　以上のような内容である「卒業文集最後の二行」を授業の教材とするにあたって，文部
科学省の「『私たちの道徳中学校』活用のための指導資料」では，「卒業文集最後の二行」
を授業の教材とすることの意義とねらいを次のように述べている。「多くの場合，いじめ
た側は，自戒の念を起こすこともなく人生を送っていくことになるだろう。『いじめられ
る身になって』といわれることがあるが，いじめられる側の立場に立って考えてみること
がいじめの撲滅のために必要な気付きではないかということを本資料によって考えること
ができる。」11）と述べ，いじめの被害者の立場に立って考えることの重要性が強調されて
いる。さらに，道徳の授業では「歳月の経過によって風化することのない筆者の自責の念
から，いじめの本質を考え，いじめの愚かさを知り，差別や偏見を憎み，不正な言動を断
固として許さない態度を育てる」12）ことをねらいとして掲げる。そして，授業を展開して
いくなかでの発問事例として，「筆者はどのような気持ちで『汚い，くさい』などと T 子
さんをけなしていたのか」，「T 子さんの卒業文集の最後の二行を見て，筆者が果てもなく
泣いたのはなぜか」，「T 子さんは，なぜ本当の友達ときれいな洋服がほしいと言ったのか」，
「『あの二行を読まなかったら，現在の私はどうなっていたであろう』という筆者は，今ど
のような生き方をしていると思うか」を挙げている。
　この教材で描かれている時代と場所は，筆者が昭和 22 年生まれということから推測す
るに，昭和 34 年頃の青森県五所川原市の小学校である。教材の舞台となる時代，地理的
社会的条件や生活環境等と現代の中学生の置かれている状況との間には相当な隔たりがあ
るため，当時の時代背景や社会状況を理解させたうえで，教材を読ませる必要があろう。
また，この教材は，いじめの被害者ではなく加害者の立場から書かれた作品である。T 子
は，母親を亡くし貧しい家庭で二人の弟の面倒をみなければならない境遇にある。その境
遇ゆえに T 子はいじめの対象になっている。その被害者の心情をリアルに読み取り理解
するには，文章中には情報量が少なく，授業者からの補足も必要となろう。卒業文集最後
の二行のことば「…私が今一番欲しいのは母でもなく，本当のお友達です。そして，きれ
いなお洋服です。」に込めた T 子の心情，すなわち自己の尊厳も傷つけられ，同級生との
つながりに喪失感も持つ T 子の内面の傷痕を認識し同情すること，それを読んだ筆者の
後悔を理解し共感することからいじめの本質やいじめの愚かさを考えることは容易なこと
ではないだろう。このことは，他の授業事例にも共通することである。
　文部科学省のホームページの「道徳教育アーカイブ」サイトに掲載されている指導案
（中学 3 年生を対象）についてもみてみよう。同指導案では，主題として「正義を重ん
じ公正・公平な社会を」と設定している。「主題設定の理由」では「『周囲の人に良く思わ
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れたい』『嫌われたくない』といった思いから，周囲の意見に流されることがある。内心
では，不正と分かっている。しかし，いざ，目の前で起こると行動が起こせない。誰もが
一度はこのような経験をし，心の中で葛藤を繰り返していると考えられる。正義を貫き通
すことの大切さに今一度気付き，誰にでも公正・公平に接することが大切である。」と述
べられている。さらに，資料について，「最後の 2 行に込められた T 子の深い悲しみと苦
しみに気が付いた筆者は，いじめたことへの大いなる反省と懺悔の気持ちを持つことにな
る。それから数十年，過去の自分の行為に苦しみ続ける筆者の心に焦点を当てることで，
人間らしく生きることの意義を考えさせ，偏見やいじめに立ち向かう強い正義感を培うこ
とができる資料である。」と述べられている。「指導過程」では，「T 子さんの卒業文集の
二行を見て，筆者が果てもなく泣いたのはなぜだろう」，「卒業文集の 2 行には T 子さん
のどんな気持ちが込められているのだろうか」，「T 子を救うために筆者は何をすれば良
かったのか」という発問が示されている。13）
　上記サイトの「授業映像」（中学 2 年生を対象）では，主題が「いじめの卑劣さの自覚［公
正，公平，社会正義］」と設定され，ねらいは「いじめの酷さ・愚かさを知り，差別や偏
見を憎み，不正な言動を断固として許さない態度を育てる」としている。そして，「悪童
たちが T 子さんに中傷の矢を浴びせたとき，あなただったらどうしますか」，「なぜ，一
戸さんは逆に尻馬に乗る発言をしたのでしょうか」，「一戸さんは自分がどのような人間で
あったことを悔いているのでしょうか」という発問が行われている。14）
　また同じ「卒業文集最後の二行」を教材とする別の授業展開事例として，『「私たちの道
徳」完全活用ガイドブック中学校編』についても見てみよう。同書に掲載されている学習
指導案では，主題名を「公正・公平，正義」として，「正義の大切さにふれ，誰に対して
も公正・公平に接し，差別や偏見のない社会を実現しようとする態度を育てる」ことをね
らいとして設定する。そのねらいに迫るために，生徒に筆者，T 子さん，その他のなかの
どの立場でいじめを考えたのかを明らかにしながら，自分の考えを書かせる。授業者は特
に「加害者である作者の心情に注目させていく」ために，発問として「なぜ作者は T 子
さんがいじめと感じる行為をしてしまったのか」や「なぜ作者は T 子さんに謝りたいと思っ
たのか」を提示し，生徒に考えさせる授業を構想している。15）
　以上の授業指導案と授業映像は，主題は共通して内容項目「公正，公平，社会正義」を
設定している。そして，授業のねらいは，いじめ，差別，偏見を憎み許さない態度や強い
正義感を育てることである。発問は，T 子，筆者のそれぞれの立場に自分を置き換えて，
生徒に自分だったらどう思うか，どう行動するかを問う内容である。しかし，現代の生徒
がいじめの被害者である T 子や加害者である筆者の立場に自分を置き換えて考えること
は容易にできるだろうか。特に，いじめの被害者の立場に立って考えるという場合，卒業
文集最後の二行の「…私が今一番欲しいのは母でもなく，本当のお友達です。そして，き
れいなお洋服です。」のみから T 子の深い孤独感や生活苦から発する心情を推測しなけれ
ばならない。悲惨で酷いいじめにさらされた T 子の心情を理解するのは困難なことでは
ないだろうか。
　つぎに，普段からみすぼらしい身なりという外見だけで T 子に凄惨ないじめを加える
筆者，さらにはカンニングという不正行為を平気で行った上に，T 子にカンニングの汚名
を着せ逆に非難するという卑劣で醜い行動をとった筆者が，T 子の卒業文集の最後の二行
の言葉に触れ一転なぜ深い反省と悔いに至ったのか，小学校卒業後，筆者はどのような歩
みをたどり，いじめの加害責任を感じ続けてきたのか，資料から筆者の心情を推測し理解
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することは可能だろうか。
　さらに，教材の中に登場する学級担任の M 先生は，T 子へのいじめに全く気付いてい
なかったのだろうか。母親を亡くし弟たちに母親代わりとして世話をする T 子に M 先生
はどのように関わっていたのか。また，教材の文章中には登場していないが，T 子や筆者
の同級生は存在していたはずである。T 子へのいじめは教室の中で，誰の目にもはっきり
と行われていたし，同級生はその現場を多分目撃もしていたであろう。しかし，同級生の
誰一人もいじめを止めさせる者は現れなかったのだろうか。
　以上のように，いじめ問題を考える場合，被害者と加害者という当事者だけの問題では
なく，当事者以外の存在についても考える必要がある。このことは森田洋司が明らかにし
たいじめの四層構造と深く関係している。すなわち，森田は現代のいじめの構造を加害
者・被害者・観衆・傍観者という四層から成っていることを明らかにし，観衆も加害者側
に立っているだけでなく，傍観者も加害者であると指摘している。16）このことを考えるな
らば，T 子や筆者の立場に自分を置き換え，自己投影することばかりでなく，いじめの現
場を目撃した同級生の立場で教材を考える必要がある。見て見ぬふりをして傍観者であろ
うとするのか，それともいじめを止めさせる仲裁者になろうとするのか，この選択と決断
がこの教材を活用した道徳の授業では重要である。
　しかし，生徒がいじめに立ち向かう強い正義感をもち，いじめをやめさせる行動に踏み
出そうとすることは容易ではない。今度は自分がいじめのターゲットになるかもしれない
恐怖とのジレンマを感じることはどの生徒にも起こり得ることである。傍観者のままで留
まろうとする弱い心を克服し強い正義感をもっていじめを止めに入る仲裁者になること
が，道徳の授業で求められていることであることも生徒は十分わかっている。
　森田は，いじめを止めたり，仲裁したりするには，その場の雰囲気への同調志向，自己
保身といった意識を超える価値観を形成していくことが必要となると述べている。そして，
その価値観を形成していくためには，いじめ問題をいじめの被害者加害者の当事者間だけ
の個人的な問題にするのではなく，生徒たち集団全員の問題としてとらえ，自分たちの手
で解決するよう主体的に参画させることが必要であると述べている。17）
　道徳の授業では，いじめの被害者の T 子の立場やいじめの加害者としてずっと悔いと
懺悔の気持ちを持ち続けた筆者の立場を想像し追体験することを通して，いじめはよくな
い，いじめを止めたい，と生徒が強く思うことが期待されている。しかし，現実は仲裁者
になることで自分がいじめられるかもしれないという不安や恐怖で挫けてしまいそうにな
るであろう。では，道徳の授業ではどうしたらよいのか。
　仲裁者になることによっていじめの被害を受けるだろうという不安や恐怖に挫けそうに
なる自分の弱さを見つめさせる必要がある。いじめを止めさせられない生徒の弱さは否定
されるべきものだろうか。むしろその弱さをもっていることを隠さず開陳することによっ
て，一人ではなく集団でいじめに向き合う契機になるであろう。弱い心を克服し強い心を
持った一人の仲裁者の出現を道徳で教育するのではなく，いじめを仲裁することに躊躇し
てしまう心の弱さを実は皆が持っていることを知り，その弱さゆえに皆でいじめを止めさ
せようと一歩進めさせることが道徳教育では重要である。いじめ問題の解決の一歩は，道
徳の授業で生徒誰しもがいじめ仲裁の不安や恐怖という弱さを有していることを認めるこ
とから始めるべきであり，それが仲裁者の出現につながる。
9
５　結
　弱さは恥ずべきもの，否定されるものという価値観がじつはこれまでの道徳の授業の中
で形成されてきたし，今も形成されている。提言以降の政府の主導する道徳教育は，弱さ
を克服し強い人間になれと生徒に命じている。しかし，その弱さは恥ずべきもの，否定さ
れるべきものではない。この弱さを否定するのではなく，徹底して肯定し，さらに弱さこ
そ人間の本質であると主張したのは，近代教育思想家ルソーであった。ルソーは，「人間
を社会的にするのはその弱さである」18）と述べて，その弱さを介して他者と結びつくとい
う人間観に基づいて自らの教育思想を展開した。『エミール第四編』に示された青年期の
教育は，今日の道徳教育の問題を考えるうえで示唆的である。ルソーにとって，人間の弱
さは克服されるべきものではなく，その弱さは肯定されるものであった。その弱さゆえに
人間は人間と結びつく。すなわち，人間の弱さを他者の中にも発見し，自己との共通性・
同一性から初めて他者に愛着をもち，ひかれる。人間の弱さが人間の愛情や友情の紐帯と
なる。このルソーの人間観に基づくならば，弱さを克服し強くなることではなく，みなが
持つ弱さを自分だけではなく，自分の周りの者も同じように弱さを持っていることに気づ
き共感することである。そしてまさに思春期においてこそ，子どもは自分以外の者の中に
自分と共通のものを見出し，接近し，結びつき，友情を結ぶ。
　このルソーの人間観や教育思想に基づくと，道徳の授業では，強い意志をもって勇気あ
る行動に出る人物に憧れそれを目指すよりも，同じ弱い気持ちを持ちながらバラバラに孤
立している同級生の中に，自分と同じように弱い心のためにいじめを止めさせる行動に踏
み出すことができないでいる同級生の存在を知ることが必要である。このことから，道徳
でいじめ問題を考える場合，いじめを止めさせるための言動を表出できないでいる弱い存
在の自己を嫌悪し否定することではなく，むしろその弱さを表明し弱さで繋がる関係作り
が重要である。
　教育再生実行会議の提言，いじめ防止対策推進法以来，いじめ問題に対して道徳的規範
意識を形成し，いじめを止めさせる強い正義感を育てることを目的とする道徳科の教育が
進められてきている。しかし，いじめ問題に生徒が集団で向き合うためには，挫けそうに
なる弱い心を皆が有していることを知り，それに励まされて，いじめに向き合おうとする。
これまでの道徳教育とは違う方向性が必要である。いじめ問題においては，道徳教育及び
道徳的価値観の転換が求められているといえよう。
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